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市民病院を中心とした半径５ｋｍ圏内に所在する主な病院

     
＊２  半径５ｋｍ圏内に所在する主な病院への交通アクセス

【市民病院】

【市大センター病院】
   市営地下鉄「阪東橋駅」から徒歩(約5分)  又は京急「黄金町駅」から徒歩(約10分)

【横浜労災病院】
   ＪＲ・市営地下鉄「新横浜駅」から徒歩(約10分) 

【済生会神奈川県病院】

【国立横浜東病院】
  ＪＲ「保土ヶ谷駅」より徒歩(約10分) 

【社会保険横浜中央病院】
   ＪＲ「石川町駅」から徒歩(約5分)  又はＪＲ・市営地下鉄「関内駅」から徒歩(約10分)  

【けいゆう病院】
   ＪＲ・東急・市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩(約15分)  又は東急・市営地下鉄「高島町駅」から徒歩

(約20分)

   ＪＲ「東神奈川駅」又は京急「仲木戸駅」から徒歩(約5分)   又は東急「東白楽駅」から徒歩(約10分)

＊１  市民病院を中心に、一般病床３００床以上の病院を表示した（県立病院、アレルギーセン

   市営地下鉄｢三ツ沢上町駅｣から徒歩(約10分)
   又はＪＲ・東急・京急・相鉄・市営地下鉄「横浜駅」からバス(約20分)

  ターについては病床数にかかわらず表示した）。

資料  １
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市民病院を中心とした半径５ｋｍ圏内に所在する主な病院の概要

市  民  病 院
市 大
セ ン タ ー 病 院

横浜市北東部中核施設

横浜労災病院
済   生   会

神奈川県病院 ＊１
国立横浜東病院

＊２
社  会  保  険
横浜中央病院

け いゆ う 病 院

開設者 横浜市 横浜市 労働福祉事業団 恩賜財団済生会 国（厚生労働省）
社団法人

全国社会保険協会
連合会

財団法人
神奈川県警友会

開設時期 ＊３
昭和３５年
平成３年
再整備

昭和２４年
平成１２年

再整備
平成３年 昭和２４年 昭和２２年 昭和３４年

平成８年
移転再整備

病床数 624 720 650 400 350 350 410

一般 600 670 650
400

(うち交通救急ｾﾝﾀｰ
100床)

300 350 410

精神 50
その他 24(感染症病床) 50(結核病床)

診療科目等 ２０科 ８センター＋２１科 ２２科 １４科 １４科 １４科 １４科
＊４ 救命救急センター

熱傷センター
母子医療センター
難病医療センター
感染症医療センター

精神医療センター
心臓血管センター
消化器病センター

内科 総合内科 内科 内科 内科 内科 内科
血液内科
腎臓内科

内分泌・糖尿病内科

呼吸器科 呼吸器内科 呼吸器科 呼吸器科 呼吸器科
消化器科 （消化器病センター） 消化器科 消化器科
循環器科 （心臓血管センター） 循環器科 循環器科
神経内科 神経内科 神経内科

心療内科
小児科 小児科 小児科 小児科 小児科 小児科 小児科
外科 総合外科 外科 外科 外科 外科 外科

胸部外科
形成外科 形成外科 形成外科 形成外科

脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科 脳神経外科
整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科 整形外科

（総合外科）
（心臓血管センター） 心臓血管外科

皮膚科 皮膚科 皮膚科 皮膚科 皮膚科 皮膚科 皮膚科
泌尿器科 泌尿器科 泌尿器科 泌尿器科 泌尿器科 泌尿器科
産婦人科 （母子医療センター） 産婦人科 産婦人科 産婦人科 産婦人科 産婦人科

婦人科
眼科 眼科 眼科 眼科 眼科 眼科 眼科

耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科 耳鼻いんこう科
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科
神経精神科 （精神医療センター） 精神科 精神神経科 精神科
放射線科 放射線科 放射線科 放射線科 放射線科 放射線科
麻酔科 麻酔科 麻酔科 麻酔科 麻酔科

歯科・口腔外科 歯科・口腔外科・矯正歯科 歯科・口腔外科 歯科・口腔外科 歯科(休診中) 歯科・口腔外科 歯科
臓器移植科

特徴 ・365日24時間救急 ・365日24時間救急 ・365日24時間救急 ・365日24時間救急
救命救急センター
母子医療センター

　

・精神科救急(３次)
・災害医療拠点病院 ・災害医療拠点病院 ・災害医療拠点病院 ・災害医療拠点病院

・臨床研修指定病院 ・臨床研修指定病院 ・臨床研修指定病院 ・臨床研修指定病院 ・臨床研修指定病院

・第二種感染症
  指定医療機関
・がん検診センター

・労災医療

＊１

＊２ 

＊３　

＊４　

　　

・母児二次救急シ
  ステム参加病院

・病院群輪番制
  参加病院

・母児二次救急シ
  ステム参加病院

・病院群輪番制
  参加病院

・母児二次救急シ
  ステム参加病院

交通救急ｾﾝﾀｰ
を含む

   診療科目は、標榜科目（市民病院及び市大センター病院は条例・規則上のもの、他は各病院のホームページで確認できたもの）で、医療法
上の届出によるものとは異なる。
   ただし、市大センター病院については、特定の診療科名を標榜していないが、８つのセンター又は他の診療科が実質的な診療機能を有して
いるものについては、当該機能を有する主たるセンター又は診療科の名称を（　）書きで記載した。

小児24時間
救急を含む

小児24時間
救急を含む

   済生会神奈川県病院は、現在保有する病床のうち300床を東部地域中核病院に移転するとともに50床を増床し、150床となる予定。

・母児二次救急シ
  ステム参加病院

   国立横浜東病院は、社会福祉法人聖隷福祉事業団に経営移譲され、平成15年3月に聖隷横浜病院(仮称)となる予定。
      ○新設科：精神科、脳神経外科
      ○病床区分：一般300床＋療養50床

   開設時期は、現在地での開院時期で、横浜市衛生局「横浜市の医療施設（名簿編）」による。

・病院群輪番制
  参加病院

・母児二次救急シ
  ステム参加病院
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参考　：　市民病院を中心とした半径５ｋｍ、８ｋｍ圏内に所在する主な病院

アレルギーセンター及び県
立病院以外は一般病床３０
０床以上の病院を表示

半径８ｋｍ

半径５ｋｍ圏
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資 料 ２
市民病院がん検診センターの概要

市民病院がん検診センター
：横浜市におけるがん検診の専門施設として、がんの早期発見のため、一次検診から
二次検診（精密検査）までを一貫して行う検診専門施設として昭和56年６月に開設

特 徴
１ 肝・胆・膵がん、卵巣がん、前立腺がんなどセンター独自検診項目の実施
２ 地域の医療機関で要精密検査となった方への精密検査の実施
３ 市民の利便をはかるため１日で多項目のがん検診が受診できる体制の整備及び保健師

による患者及び家族の健康相談の実施
４ 肺がん検診管理委員会をがん検診センター主催で開催するとともに、他の各がん検診

管理委員会に参加するなど、がん検診センターでの検診実績をもとに市の検診精度向
上への積極的な取組

５ 検診精度の向上を図るため、区医師会の先生方を対象としてＸ線読影の勉強会を開催

など、本市のがん征圧の中核施設として事業を推進

がん検診の実績

１３年度 累計（Ｓ56～Ｈ13）
受診者数 発見がん 発見率 受診者数 発見がん 発見率

患者数 患者数
胃 13,027 27 0.21% 443,672 954 0.22%
子宮 2,780 4 0.14% 52,605 81 0.15%
卵巣 2,570 1 0.04% 11,606 5 0.04%
乳腺 2,866 5 0.17% 61,338 460 0.75%
肺 7,485 21 0.28% 130,553 228 0.17%
大腸 3,823 10 0.26% 50,621 229 0.45%
喉頭 3,128 0 0.00% 41,824 27 0.06%
肝・胆・膵 3,727 3 0.08% 32,515 32 0.10%
前立腺 1,517 17 1.12% 7,382 81 1.10%
その他 6 116
合計 40,923 94 0.23% 832,116 2,213 0.27%(その他含)

がん検診の流れ

検診申込み 一次検診 二次検診 翌年度以降センターで再検査
結果判定

経過観察
（精密検査）

市民病院及び他の医療機関へ治 療

異常なし 異常なし

・ 胃、子宮、乳、肺、喉頭、大腸、肝・胆・膵、前立腺及び卵巣の９項目について予約制で実施
・ 胃集団検診車により市内を巡回検診するとともに、肺については全区福祉保健センター撮影分の読
影を実施

２－１



市民病院病院組織図
  （平成14年3月31日現在）

庶 務 課 庶 務 係

経 営 経 理係

用 度 係

管 理 部 業 務 課 中央材料室・環境衛生担当

施 設 係

栄 養 係

管 理 係

医 事 課 外 来 係

入 院 係

内 科

呼 吸 器 科

消 化 器 科

循 環 器 科

衛 生 局 市民病院 診 療 科 小 児 科

外 科

胸 部 外 科

救 急 部 脳 神 経 外 科

整 形 外 科

皮 膚 科

感 染 症 部 泌 尿 器 科

産 婦 人 科

眼 科

検 査 部 耳 鼻 咽 喉 科

リハビリテーション科

放 射 線 科

病 理 部 麻 酔 科

歯 科 口 腔 外 科

神 経 内 科

薬 剤 部 神 経 精 神 科

外 来

看 護 部 病 棟

手 術 室

がん検診センター

がん検診センター 検 診 企 画 室 検 診 係

診 断 科
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市 民 病 院 職 種 別 職 員 数

（平成14年3月31日現在）

医                      師 82

歯      科       医     師 2

助          産          師 36

看    　　　護    　　　師 463

准      看      護      師 1

薬          剤          師 23

心    理    療　　法    士 1

検      査      技      師 42

放    射    線    技    師 32

歯    科    衛    生    士 1

理    学    療    法    士 4

作    業    療    法    士 1

視    能    訓    練    士 2

臨   床   工   学   技  士 5

ケ  ー  ス  ワ  ー  カ  ー 3

保          育          士 1

事      務      職      員 46

電      気      技      師 2

看      護      助      手 15

ボ   イ   ラ   ー   技  士 2

栄          養          士 8

運         転           手 1

市      民      病      院

       小        計 774

医                      師 9

保          健          師 4

事      務      職      員 5

運         転           手 1

  が ん 検 診 セ ン タ ー

       小        計 19

       合        計 793

（別掲）

臨    床    研    修    医 18

専          修          医 7

            計 25

２－３

職     員     数  （人）職                      種
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資 料 ３ 
市民病院感染症病床の稼働実績 

 
１ 第２種感染症指定医療機関の指定 
  伝染病予防法の抜本的な見直しにより，平成１０年１０月，新たに「感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律」（通称「感染症新法」）が制定され，横浜市域３医療圏の２類感染症に対応

するため，平成１１年４月１日，神奈川県より感染症病床２４床の指定を受ける。 

 

２ 感染症病床の入院延べ患者数  

  ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 
２ 赤痢(細菌性等) ３４１ ２６１ １６ １０ ２ 
類 腸 チ フ ス ８０ １３３ １２８ ９２ ５６ 
感 パラチフス ５５ ― ２２ １１ １４ 
染 コ レ ラ ６ ２ ― ４ ― 
症 細菌性髄膜炎 ― １４ ― ― ― 
 患 者 数 計 ※1    ４８２ ※1    ４１０ １６６ １１７ ７２ 
感染症空床利用 
患  者  数 

 
２，２７２ 

 
２，１５５ 

 
２，０１１ 

 
２，２５２ 

 
２，２９１ 

計 ２，７５４ ２，５６５ ２，１７７ ２，３６９ ２，３６３ 
１日平均入院患者数 ７．５ ７．０ ５．９ ６．５ ６．５ 
病床利用率（％） ※2   ２０．４ ※2   １９．０ ２４．８ ２７．０ ２７．０ 
感 染 症 病 床 数 ３７ ３７ ２４ ２４ ２４ 

※１ ９，１０年度の２類感染症は，伝染病予防法の法定伝染病患者で疑似赤痢等を含む 
※２ １０年度までの病床利用率は，伝染病床３７床で積算 

 

３ エイズ拠点病院の指定 
  市民病院は平成７年１１月、市立大学附属病院とともに、神奈川県のエイズ患者・感染者の中心的受

入病院（エイズ拠点病院）として指定を受け、エイズに関する総合的・高度医療の提供、重篤患者の受

入及び地域医療機関に対する診療上の助言指導などの役割を担っています。 

【エイズ患者・感染者受入状況】 
 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 １３年度 

入院延べ患者数 ９８４ ８５１ ６７１ ４５２ ４４７ 
外来延べ患者数 ７５８ ７６６ ７８４ ８０３ １，０２２ 

 

【参  考】 

感染症新法における感染症類型と医療体制 
感染症類型 感 染 症 名 等 主な対応・措置 医  療  体  制 

 
新感染症 

都道府県知事が厚生労働省
の技術的指導・助言を得て個

別に応急対応する感染症 

１類感染症に準じた対応 特定感染症指定医療機関 
（国が指定，全国２か所） 

 

１類感染症 

エボラ出血熱，クリミア・コ

ンゴ出血熱，ペスト，マール
ブルグ病，ラッサ熱 

・原則入院 

・消毒等の対物措置 
（例外的に建物への措置等あり） 

第１種感染症指定医療機関 
都道府県知事が指定 
都道府県に１か所 

 

２類感染症 

コレラ，細菌性赤痢，ジフテ

リア，腸チフス，パラチフス，

急性灰白髄炎 

・状況に応じて入院 

・消毒等の対物措置 
第２種感染症指定医療機関 

都道府県知事が指定 
保健医療圏に１か所 

 

３類感染症 

 

腸管出血性大腸炎感染症 

・特定業務の就業制限 

・消毒等の対物措置 

 

 

 

４類感染症 

インフルエンザ，ウイルス性

肝炎，黄熱，Ｑ熱，狂犬病，
クリプトポリジウム症，後天

性免疫不全症候群，クラミジ
ア感染症，梅毒，麻しん，マ

ラリア，ＭＲＳＡ，その他省

令で定める感染症 

・感染症発生状況の収集，分析とその

結果の公開，提供 

一般の医療機関 

（人）

（人）



資料 ４
市民病院の医療機能向上について

１ 事業概要

これまで市民病院は、２４時間救急応需、がん疾患の治療、二類感染症への対応などの医

療提供を行ってきていますが、がん検診センターを併設しているという特色を生かし切れない

ことや、患者ニーズに十分対応できないことなど、医療機能面で課題を抱えています。

このため、がん検診事業との連携強化による早期発見から早期治療の充実、さらに、終末

期まで一貫したがん治療体制を整備を図り、特色ある病院として医療機能の向上を図ります。

現 状 課 題 見 直 し 後
<国指針に基づく検診>

① 検 診 技 術 の 向 上が 胃がん、肺がんなど ①がん検診の充実による、
② よ り 精 度 の 高 い 検 診 方ん ５項目 早期発見率の向上

法 の 導 入検 <市の独自検診> ②地域の一次検診医療機関
③ 地 域 医 療 機 関 か ら の ２診 卵巣がん、肝胆膵がん との連携強化

次 検 診 者 の 受 入など ４項目
ー 施 設 整 備 ー検 内視鏡室 ６室 ①検査待ち日数短縮による
①内視鏡センター査 （病院内／消化器内視鏡 患者サービスの向上

・ ② 消化器内視鏡室 ８室室 ３室） 身体的負担の少ない検査、
治 気管支内視鏡室 １室（がん検診センター／消化 治療の充実

② レ ー ザ ー 治 療 室 １室療 ③がん治療に最良の設備、器内視鏡室 ２室、気管支
③ 無 菌 病 室 ２室機 内視鏡室 １室） 療法の充実
④ 化 学 療 法 用 病 床 10床能 ④在宅療養の推進

入 ① 一般病床 ６００床がん専門看護師を活用した
院 一般病床 ６００床 感 染 症 ２４床緩和ケアの提供
機 感 染 症 ２４床 ② （ ）科別病床再編による病院 緩 和 ケ ア 病 床 ２１床
能 運営の効率化 診療科別病床数の再編

２ 現状と見直し後のイメージフロー

＜現在＞

がん検診センター （７割） 市民病院 治 癒
１次検診 検査・治療

↓ 終末期医療
２次検診 （３割） （すべて一般病床）

↓
要 医 療 者

※内視鏡検査に１～２か月かかる等の理由
他病院で治療 により、約３割が他病院で受診している。

＜機能向上後＞
新たな検診技術・方法の導入 新たな治療機能の導入

がん検診センター （９割以上） 市民病院
１次検診 検査・治療 治癒率向上

↓
２次検診 （一般病床）

↓
要 医 療 者

終末期医療 ２１床
地域の１次検診 在宅患者、 （緩和ケア病床）
医療機関での検 他病院で治療して
診者 いた患者

３ スケジュール等
１４年度 １５年度 １６年度 １７年度 事業費

基本計画 緩和ケア・内視鏡
基本設計 実施設計 センター整備 オープン 約１２億円

医療機器購入

４－１





















　市立病院等の診療圏の状況

市民病院

入院診療圏内訳 （平成13年３月新入院患者）

患者数(人) 構成比(％)

1 保土ヶ谷区 325 33.6

2 神奈川区 197 20.4

3 西区 91 9.4

4 旭区 83 8.6

5 港北区 32 3.3

6 南区 30 3.1

7 鶴見区 26 2.7

8 戸塚区 22 2.3

9 都筑区 20 2.1

10 瀬谷区 15 1.6
その他市内 64 6.6
県内他都市 27 2.8
県外 35 3.6

967 100.0

外来診療圏内訳 （平成13年３月実患者）

患者数(人) 構成比(％)

1 保土ヶ谷区 6,838 32.2

2 神奈川区 4,085 19.3

3 西区 1,995 9.4

4 旭区 1,907 9.0

5 港北区 664 3.1

6 戸塚区 608 2.9

7 南区 577 2.7

8 緑区 497 2.3

9 港南区 459 2.2

10 鶴見区 429 2.0
その他市内 1,977 9.3
県内他都市 669 3.2
県外 514 2.4

21,219 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 保土ヶ谷 2,440 27.8

2 神奈川 1,400 15.9

3 西 1,108 12.6

4 旭 664 7.6

5 中 395 4.5

6 港北 373 4.2

7 戸塚 237 2.7

8 南 175 2.0

9 鶴見 155 1.8

10 港南 127 1.4
その他市内 511 5.8
県内他都市 344 3.9
県外 850 9.7

8,779 100.0

 6 －１　

資料４

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

合　　計

入院上位１０区

神奈川区

20.4%

戸塚区

2.3%

瀬谷区

1.6%

県内他都市

2.8%
県外

3.6%

南区

3.1%

鶴見区

2.7%

港北区

3.3%
旭区

8.6% 西区

9.4%

その他市内

6.6%

都筑区

2.1%
保土ヶ谷区

33.6%

外来上位１０区

保土ヶ谷区

32.2%

神奈川区

19.3%

西区

9.4%

旭区

9.0%

港北区

3.1%

戸塚区

2.9%

緑区

2.3%

鶴見区

2.0%

南区

2.7%

県内他都市

3.2%

県外

2.4%その他市内

9.3%

港南区

2.2%

紹介上位１０区

港北

4.2%

県外

9.7%
県内他都市

3.9%

中

4.5%

西

12.6%

神奈川

15.9%旭

7.6%

戸塚

2.7%

南

2.0%

港南

1.4%

保土ヶ谷

27.8%

鶴見

1.8%

その他市内

5.8%

入院上位１０区

神奈川区

20.4%

保土ヶ谷区

33.6%

都筑区

2.1%

その他市内

6.6%

西区

9.4%

旭区

8.6%

港北区

3.3%

鶴見区

2.7%

南区

3.1%

県外

3.6%

県内他都市

2.8%
瀬谷区

1.6%

戸塚区

2.3%

入院上位１０区

神奈川区

20.4%

戸塚区

2.3%

瀬谷区

1.6%

県内他都市

2.8%
県外

3.6%

南区

3.1%

鶴見区

2.7%

港北区

3.3%
旭区

8.6% 西区

9.4%

その他市内

6.6%

都筑区

2.1%

保土ヶ谷区

33.6%

所在区：保土ヶ谷区

新井　勉
６



港湾病院

入院診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 中 43,796 49.5

2 南 10,893 12.3

3 磯子 4,971 5.6

4 港南 3,301 3.7

5 西 2,360 2.7

6 神奈川 2,105 2.4

7 保土ヶ谷 2,024 2.3

8 旭 1,532 1.7

9 戸塚 1,292 1.5

10 鶴見 1,211 1.4
その他市内 4,800 5.4
県内他都市 4,627 5.2
県外 5,507 6.2

88,419 100.0

外来診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 中区 128,746 59.6

2 南区 19,870 9.2

3 磯子区 13,567 6.3

4 港南区 7,045 3.3

5 西区 6,148 2.8

6 保土ヶ谷区 5,344 2.5

7 神奈川 4,159 1.9

8 旭 3,819 1.8

9 戸塚区 2,982 1.4

10 金沢区 2,499 1.2
その他市内 9,512 4.4
県内他都市 6,637 3.1
県外 5,862 2.7

216,190 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 中 1,306 41.5

2 南 401 12.8

3 磯子 154 4.9

4 港北 148 4.7

5 西 113 3.6

6 神奈川 59 1.9

7 旭 53 1.7

8 港南 52 1.7

9 金沢 52 1.7

10 保土ヶ谷 46 1.5
その他市内 116 3.7
県内他都市 136 4.3
県外 185 5.9
不明 324 10.3

3,145 100.0
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診　療　圏

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

入院上位１０区

中

49.5%
旭

1.7%

保土ヶ谷

2.3%

神奈川

2.4%
西

2.7%

港南

3.7%
磯子

5.6% 南

12.3%

鶴見

1.4%

県内他都市

5.2%
県外

6.2%

戸塚

1.5%

その他市内

5.4%

外来上位１０区

保土ヶ谷区

2.5%

県外

2.7%

県内他都市

3.1%

西区

2.8%

磯子区

6.3%
南区

9.2%

港南区

3.3%

神奈川

1.9%

旭

1.8%

金沢区

1.2%

中区

59.6%

戸塚区

1.4%

その他市内

4.4%

紹介上位１０区

神奈川

1.9% 西

3.6%
磯子

4.9%
南

12.8%

県外

5.9%
県内他都市

4.3%

不明

10.3%

その他市内

3.7%

金沢

1.7%

中

41.5%

保土ヶ谷

1.5%

港南

1.7% 旭

1.7%

港北

4.7%

所在区：中区



脳血管医療センター

入院診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 南 274 16.4

2 磯子 244 14.6

3 中 190 11.4

4 港南 150 9.0

5 金沢 108 6.5

6 西 91 5.5

7 神奈川 88 5.3

8 保土ヶ谷 86 5.2

9 港北 49 2.9

10 戸塚 46 2.8
その他市内 142 8.5
県内他都市 130 7.8
県外 70 4.2

1,668 100.0

外来診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 磯子 530 16.9

2 南 453 14.4

3 港南 305 9.7

4 中 276 8.8

5 金沢 149 4.7

6 神奈川 142 4.5

6 保土ヶ谷 142 4.5

8 西 122 3.9

9 戸塚 94 3.0

10 港北 83 2.6
その他市内 315 10.0
県内他都市 367 11.7
県外 163 5.2

3,141 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 磯子 202 12.9

2 港南 173 11.1

3 南 172 11.0

4 中 104 6.7

5 神奈川 92 5.9

6 金沢 66 4.2

7 保土ヶ谷 65 4.2

8 戸塚 56 3.6

9 西 54 3.5

10 港北 52 3.3
その他市内 200 12.8
県内他都市 243 15.6
県外 82 5.3

1,561 100.0

 6 －３　

診　療　圏

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

入院上位１０区

港南

9.0%

県外

4.2%

金沢

6.5%

西

5.5%

保土ヶ谷

5.2%

戸塚

2.8%

神奈川

5.3% 中

11.4%

県内他都市

7.8%

磯子

14.6%

港北

2.9%

その他市内

8.5%

南

16.4%

外来上位１０区
県外

5.2%
県内他都市

11.7%

港北

2.6%

西

3.9%

中

8.8%
金沢

4.7%

保土ヶ谷

4.5%
神奈川

4.5%

港南

9.7%

南

14.4%

磯子

16.9%

戸塚

3.0%

その他市内

10.0%

紹介上位１０区

中

6.7%
神奈川

5.9%金沢

4.2%

南

11.0%

戸塚

3.6%
保土ヶ谷

4.2%

港北

3.3%

県内他都市

15.6%

県外

5.3%

その他市内

12.8%

西

3.5%

磯子

12.9%

港南

11.1%

所在区：磯子区



市大附属病院

入院診療圏内訳 （新入院患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 金沢 1,828 24.4

2 磯子 795 10.6

3 港南 569 7.6

4 南 344 4.6

5 戸塚 291 3.9

6 中 258 3.4

7 栄 236 3.1

8 保土ヶ谷 152 2.0

9 旭 148 2.0

10 鶴見 142 1.9
その他市内 517 6.9
県内他都市 1,916 25.6
県外 299 4.0

7,495 100.0

外来診療圏内訳 （初診外来患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 金沢 9,109 33.5

2 磯子 2,956 10.9

3 港南 1,875 6.9

4 南 977 3.6

5 戸塚 924 3.4

6 栄 800 2.9

7 中 605 2.2

8 保土ヶ谷 499 1.8

9 旭 437 1.6

10 神奈川 386 1.4
その他市内 1,692 6.2
県内他都市 5,768 21.2
県外 1,182 4.3

27,210 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 金沢 1,795 26.9

2 磯子 568 8.5

3 港南 538 8.1

4 中 345 5.2

5 戸塚 248 3.7

6 南 201 3.0

7 栄 138 2.1

8 旭 133 2.0

9 西 130 1.9

10 神奈川 102 1.5
その他市内 384 5.7
県内他都市 1,385 20.7
県外 623 9.3
不明 92 1.4

6,682 100.0
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合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

診　療　圏

入院上位１０区

金沢

24.4%

港南

7.6%

南

4.6%
戸塚

3.9%

保土ヶ谷

2.0%

県外

4.0%

栄

3.1%

鶴見

1.9%

県内他都市

25.6%

中

3.4%

磯子

10.6%

旭

2.0%

その他市内

6.9%

外来上位１０区

栄

2.9%

県外

4.3%
県内他都市

21.2%

戸塚

3.4%

港南

6.9%

磯子

10.9%南

3.6%

中

2.2%

保土ヶ谷

1.8%

神奈川

1.4%

金沢

33.5%

旭

1.6%

その他市内

6.2%

紹介上位１０区

磯子

8.5%

県外

9.3%

不明

1.4%

港南

8.1%

県内他都市

20.7%

戸塚

3.7%

南

3.0%

その他市内

5.7%

西

1.9%

金沢

26.9%

神奈川

1.5%

旭

2.0% 栄

2.1%

中

5.2%

所在区：金沢区



市大ｾﾝﾀｰ病院

入院診療圏内訳 （新入院患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 南 － 25.7

2 中 － 9.1

3 港南 － 7.5

4 磯子 － 7.2

5 保土ヶ谷 － 5.9

6 戸塚 － 5.6

7 西 － 4.6

8 旭 － 3.4

9 神奈川 － 3.3

10 金沢 － 3.1
その他市内 － 10.7
県内他都市 － 9.9
県外 － 4.0

11,323 100.0

外来診療圏内訳 （初診外来患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 南 － 31.5

2 中 － 9.0

3 磯子 － 8.6

4 港南 － 7.9

5 保土ヶ谷 － 5.5

6 戸塚 － 5.2

7 西 － 4.8

8 旭 － 2.9

9 神奈川 － 2.9

10 金沢 － 2.6
その他市内 － 8.8
県内他都市 － 7.3
県外 － 3.0

35,971 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 南 2,428 24.6

2 中 1,399 14.2

3 港南 723 7.3

4 磯子 617 6.3

5 戸塚 563 5.7

6 保土ヶ谷 510 5.2

6 西 510 5.2

8 金沢 296 3.0

9 神奈川 279 2.8

10 旭 249 2.5
その他市内 830 8.4
県内他都市 729 7.4
県外 721 7.3

9,854 100.0

 6 －５　

診　療　圏

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

入院上位１０区

南

25.7%

港南

7.5%
磯子

7.2%

県外

4.0%

金沢

3.1%

戸塚

5.6% 保土ヶ谷

5.9%

旭

3.4% 西

4.6%

中

9.1%

県内他都市

9.9%

神奈川

3.3%

その他市内

10.7%

外来上位１０区

戸塚

5.2%

県外

3.0%県内他都市

7.3%

保土ヶ谷

5.5%

磯子

8.6%

中

9.0%

港南

7.9%

西

4.8%

旭

2.9%

金沢

2.6%

南

31.5%

神奈川

2.9%

その他市内

8.8%

紹介上位１０区

港南

7.3%

保土ヶ谷

5.2% 戸塚

5.7%

中

14.2%

県外

7.3%
県内他都市

7.4%

その他市内

8.4%

神奈川

2.8%

南

24.6%

旭

2.5%

金沢

3.0% 西

5.2%

磯子

6.3%

所在区：南区



南部病院

入院診療圏内訳 （新入院患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港南 5,169 45.8

2 磯子 1,767 15.7

3 栄 1,256 11.1

4 南 729 6.5

5 戸塚 581 5.2

6 金沢 414 3.7

7 保土ヶ谷 120 1.1

8 神奈川 63 0.6

9 中 56 0.5

9 旭 56 0.5
その他市内 192 1.7
県内他都市 574 5.1
県外 303 2.7

11,280 100.0

外来診療圏内訳 （初診外来患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港南 13,842 47.0

2 磯子 4,895 16.6

3 栄 3,898 13.2

4 戸塚 1,467 5.0

5 南 1,241 4.2

6 金沢 1,007 3.4

7 保土ヶ谷 217 0.7

8 中 163 0.6

9 泉 129 0.4

10 旭 114 0.4
その他市内 449 1.5
県内他都市 1,319 4.5
県外 737 2.5

29,478 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港南 5,271 48.4

2 磯子 1,900 17.5

3 栄 1,232 11.3

4 戸塚 576 5.3

5 南 517 4.7

6 金沢 348 3.2

7 保土ヶ谷 67 0.6

8 中 45 0.4

9 神奈川 40 0.4

10 旭 36 0.3

10 泉 36 0.3
その他市内 115 1.1
県内他都市 484 4.4
県外 218 2.0

10,885 100.0

 6 －６　

診　療　圏

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

入院上位１０区

港南

45.7%

戸塚

5.2%

南

6.5% 栄

11.1%

神奈川

0.6%

県外

2.7%

保土ヶ谷

1.1%

旭

0.5%

県内他都市

5.1%

金沢

3.7%

磯子

15.7%

中

0.5%

その他市内

1.7%

外来上位１０区

金沢

3.4%

県外

2.5%

県内他都市

4.5%

南

4.2%

栄

13.2%
磯子

16.6%

戸塚

5.0%

保土ヶ谷

0.7%

中

0.6%

旭

0.4%

港南

47.0%

泉

0.4%

その他市内

1.5%

紹介上位１０区

県内他都市

4.4%

栄

11.3%

磯子

17.5%

県外

2.0%

その他市内

1.1%

南

4.7%

金沢

3.2%

泉

0.3%

神奈川

0.4% 港南

48.4%

旭

0.3%

中

0.4%

保土ヶ谷

0.6%

戸塚

5.3%

所在区：港南区



西部病院

入院診療圏内訳 （平成14年６月20日入院患者）

患者数(人) 構成比(％)

1 旭 156 34.1

2 瀬谷 104 22.7

3 泉 28 6.1

4 緑 17 3.7

4 戸塚 17 3.7

6 西 3 0.7

7 保土ヶ谷 0 0.0
その他市内 29 6.3
川崎市 12 2.6
大和市 10 2.2

東京都 16 3.5
市外その他 66 14.4

458 100.0

外来診療圏内訳 （初診外来患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 旭 14,956 40.6

2 瀬谷 10,848 29.4

3 泉 1,852 5.0

4 保土ヶ谷 1,434 3.9

5 緑 952 2.6

6 戸塚 579 1.6

7 青葉 267 0.7

8 神奈川 175 0.5

9 港南 165 0.4

10 南 142 0.4
その他市内 640 1.7
県内他都市 3,377 9.2
県外 1,457 4.0

36,844 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 旭 3,314 33.7

2 瀬谷 1,777 18.1

3 泉 594 6.0

4 保土ヶ谷 342 3.5

5 金沢 220 2.2

6 西 212 2.2

7 緑 205 2.1

8 青葉 188 1.9

9 中 171 1.7

10 戸塚 145 1.5
その他市内 438 4.5
県内他都市 1,368 13.9
県外 868 8.8

9,842 100.0

 6 －７　

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

診　療　圏

入院上位７区

旭

34.1%

戸塚

3.7%

緑

3.7% 泉

6.1%

その他市内

6.3%

保土ヶ谷

0.0%

大和市

2.2%

市外その他

14.4%

西

0.7% 瀬谷

22.7%

川崎市

2.6%

東京都

3.5%

外来上位１０区

戸塚

1.6%

県外

4.0%

県内他都市

9.2%

緑

2.6%

泉

5.0%
瀬谷

29.4%

保土ヶ谷

3.9%

青葉

0.7%

神奈川

0.5%

南

0.4%
旭

40.6%港南

0.4%

その他市内

1.7%

紹介上位１０区

瀬谷

18.1%

県外

8.8%

泉

6.0%

県内他都市

13.9%

金沢

2.2%

西

2.2%

その他市内

4.5%

中

1.7%

旭

33.7%

戸塚

1.5%

青葉

1.9%
緑

2.1%

保土ヶ谷

3.5%

所在区：旭区



労災病院

入院診療圏内訳 （新入院患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港北 4,857 33.2

2 神奈川 1,944 13.3

3 鶴見 1,678 11.5

4 緑 1,447 9.9

5 都筑 1,212 8.3

6 青葉 307 2.1
その他市内 1,637 11.2
県内他都市 862 5.9
県外 676 4.6

14,620 100.0

外来診療圏内訳 （初診外来患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港北 24,632 36.1

2 神奈川 8,707 12.7

3 鶴見 7,141 10.5

4 緑 6,974 10.2

5 都筑 5,598 8.2

6 青葉 1,431 2.1
その他市内 7,296 10.7
県内他都市 3,602 5.3
県外 2,926 4.3

68,307 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 港北 4,677 33.8

2 神奈川 1,443 10.4

3 緑 1,334 9.7

4 鶴見 1,054 7.6

5 都筑 959 6.9

6 保土ヶ谷 317 2.3

7 青葉 278 2.0

8 旭 271 2.0

9 西 195 1.4

10 中 180 1.3
その他市内 725 5.2
県内他都市 879 6.4
県外 1,482 10.7
不明 29 0.2

13,823 100.0

 6 －８　

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

診　療　圏

入院上位６区

港北

33.2%

都筑

8.3%

緑

9.9%
鶴見

11.5%

県内他都市

5.9%

その他市内

11.2%

青葉

2.1%

神奈川

13.3%

県外

4.6%

外来上位６区

青葉

2.1%

都筑

8.2%

鶴見

10.5%

神奈川

12.7%

緑

10.2%

その他市内

10.7%

県内他都市

5.3% 港北

36.1%

県外

4.3%

紹介上位１０区

不明

0.2%

神奈川

10.4%

県外

10.7%

緑

9.7%

県内他都市

6.4%

都筑

6.9%

保土ヶ谷

2.3%

その他市内

5.2%

西

1.4%

港北

33.8%

中

1.3%

旭

2.0%

青葉

2.0%

鶴見

7.6%

所在区：港北区



北部病院

入院診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 都筑 44,988 42.6

2 青葉 14,051 13.3

3 港北 8,374 7.9

4 緑 5,637 5.3

5 神奈川 2,138 2.0

6 鶴見 1,618 1.5

7 旭 1,415 1.3

8 保土ヶ谷 766 0.7

9 南 536 0.5

10 港南 347 0.3

その他市内 1,564 1.5

県内他都市 13,510 12.8

県外 10,613 10.1

105,557 100.0

外来診療圏内訳 （延べ患者　平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 都筑 100,689 57.2

2 青葉 19,712 11.2

3 港北 12,157 6.9

4 緑 6,510 3.7

5 神奈川 2,101 1.2

6 旭 1,859 1.1

7 鶴見 1,258 0.7

8 保土ヶ谷 1,153 0.7

9 港南 523 0.3

10 南 485 0.3

その他市内 2,424 1.4

県内他都市 17,884 10.2

県外 9,303 5.3

176,058 100.0

紹介患者診療圏内訳 （平成13年度実績）

患者数(人) 構成比(％)

1 都筑 3,379 31.0

2 青葉 2,263 20.8

3 港北 952 8.7

4 緑 313 2.9

5 旭 121 1.1

6 神奈川 118 1.1

7 鶴見 97 0.9

7 保土ヶ谷 97 0.9

9 西 91 0.8

10 中 79 0.7

その他市内 245 2.3

県内他都市 1,029 9.5

県外 2,100 19.3

10,884 100.0

 6 －９　

合　　計

合　　計

診　療　圏

合　　計

診　療　圏

診　療　圏

入院上位１０区

都筑

42.6%

港南

0.3%

県外

10.1%

緑

5.3%
港北

7.9%

鶴見

1.5% 神奈川

2.0%

保土ヶ谷

0.7%

旭

1.3%

青葉

13.3%

県内他都市

12.8%

南

0.5%

その他市内

1.5%

外来上位１０区

旭

1.1%

県外

5.3%

県内他都市

10.2%

神奈川

1.2%
港北

6.9%
青葉

11.2%

緑

3.7%

鶴見

0.7%

保土ヶ谷

0.7%

南

0.3%

都筑

57.1%
港南

0.3%

その他市内

1.4%

紹介上位１０区

港北

8.7%

神奈川

1.1%

旭

1.1% 青葉

20.8%

県外

19.3%県内他都市

9.5%その他市内

2.3%

西

0.8%

都筑

31.0%

中

0.7%

保土ヶ谷

0.9%

鶴見

0.9%

緑

2.9%

所在区：都筑区



＊平成１３年（暦年）

重症 重篤 死亡
4,530 2,502 1,465 265 156 141 562 2,027 1 600

( 55.2% ) ( 32.3% ) ( 12.4% ) ( 44.7% ) ( 0.0% )

3.5% 3.3% 3.7% 4.0% 3.8% 3.3% 2.8%

1,519 859 569 67 18 6 91 660 0 300

( 56.6% ) ( 37.5% ) ( 6.0% ) ( 43.4% ) ( 0.0% )

1.2% 1.1% 1.4% 0.6% 1.2% 0.0% 1.4%

1,037 116 356 474 91 0 565 921 0 300

( 11.2% ) ( 34.3% ) ( 54.5% ) ( 88.8% ) ( 0.0% )

0.8% 0.2% 0.9% 4.0% 1.7% 0.0% 1.4%

市立病院計 7,086 3,477 2,390 806 265 147 1,218 3,608 1 1,200

（重症度別構成比） ( 100.0% ) ( 49.1% ) ( 33.7% ) ( 17.2% ) ( 50.9% ) ( 0.0% )

全市計に対する構成比 5.5% 4.6% 6.1% 8.6% 6.8% 3.3% 5.5%

3,189 899 1,221 546 372 151 1,069 2,290 0 670

( 28.2% ) ( 38.3% ) （ 33.5% ) ( 71.8% ) ( 0.0% )

2.5% 1.2% 3.1% 7.6% 4.3% 0.0% 3.1%

1,389 739 488 134 23 5 162 650 0 577

( 53.2% ) ( 35.1% ) ( 11.7% ) ( 46.8% ) ( 0.0% )

1.1% 1.0% 1.2% 1.1% 1.2% 0.0% 2.7%

市大病院計 4,578 1,638 1,709 ( 680 395 156 1,231 2,940 0 1,247

（重症度別構成比） ( 100.0% ) ( 35.8% ) ( 37.3% ) （ 26.9% ) ( 64.2% ) ( 0.0% )

全市計に対する構成比 3.6% 2.2% 4.4% 8.7% 5.5% 0.0% 5.7%

6,428 4,093 1,624 362 186 163 711 2,335 0 650

( 63.7% ) ( 25.3% ) （ 11.1% ) ( 36.3% ) ( 0.0% )

5.0% 5.4% 4.1% 5.0% 4.4% 0.0% 3.0%

3,679 2,020 1,219 214 112 114 440 1,659 0 500

( 54.9% ) ( 33.1% ) ( 12.0% ) ( 45.1% ) ( 0.0% )

2.9% 2.7% 3.1% 3.1% 3.1% 0.0% 2.3%

1,459 238 461 442 299 19 760 1,221 0 518

( 16.3% ) ( 31.6% ) ( 52.1% ) ( 83.7% ) ( 0.0% )

1.1% 0.3% 1.2% 5.4% 2.3% 0.0% 2.4%

1,410 812 474 85 31 8 124 598 0 553

( 57.6% ) ( 33.6% ) ( 8.8% ) ( 42.4% ) ( 0.0% )

1.1% 1.1% 1.2% 0.9% 1.1% 0.0% 2.5%

地域中核病院計 12,976 7,163 3,778 1,103 628 304 2,035 5,813 0 2,221

（重症度別構成比） ( 100.0% ) ( 55.2% ) ( 29.1% ) ( 15.7% ) ( 44.8% ) ( 0.0% )

全市計に対する構成比 10.1% 9.5% 9.6% 14.4% 10.9% 0.0% 10.2%

市立＋市大＋地域中核病院計 24,640 12,278 7,877 2,589 1,288 607 4,484 12,361 1 4,668

（重症度別構成比） ( 100.0% ) ( 49.8% ) ( 32.0% ) ( 18.2% ) ( 50.2% ) ( 0.0% )

全市計に対する構成比 19.1% 16.3% 20.1% 31.8% 23.2% 3.3% 21.5%

その他医療機関計 104,137 63,101 31,374 7,193 1,669 771 9,633 41,007 29 17,045

（重症度別構成比） ( 100.0% ) ( 60.6% ) ( 30.1% ) ( 9.3% ) ( 39.4% ) ( 0.0% )

全市計に対する構成比 80.9% 83.7% 79.9% 68.2% 76.8% 96.7% 78.5%

128,777 75,379 39,251 9,782 2,957 1,378 14,117 53,368 30 21,713

( 100.0% ) ( 58.5% ) ( 30.5% ) ( 11.0% ) ( 41.4% ) ( 0.0% )

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

※１　取扱件数は，暦年による。ただし，昭和大学横浜市北部病院は，平成１３年４月１日開院時からの件数。
※２　各構成比は，小数点以下第２位を四捨五入した（個々の値の和は，必ずしも計とは一致しないことがある）。
※３　市内一般病床数比率は，市内一般病床数に占める市立病院等の一般病床数の数及び割合を示す。
※４　市内一般病床数は，平成13年10月1日現在の許可病床数。
※５　市立・市大・地域中核病院の一般病床数は，平成13年12月31日現在の許可病床数（ただし，港湾病院の一般病床数
　　 は再整備後の増床数284床（許可済み）を除いた300床とした）。
※６　重症度は，次の区分によるもので，搬送（初診）時に診察を行った医師の判定に基づく。
　　　 　　軽症：入院を要せず　　中等症：入院３週間未満　　重症：入院３週間以上
　　　 　　重篤：生命の危険が切迫しているもの　　死亡：初診時死亡

昭和大学　横浜市北部病院

総件数

横浜市立市民病院

横浜市立港湾病院

横浜市立脳血管医療センター

市大医学部附属病院

横浜労災病院

市大附属市民総合医療センター

（救命救急センター設置病院）

（救命救急センター設置病院）

 　７－１　

全　　市　　計

軽症 重症以上
中等症

中等症以上

計計

聖マリ 横浜市西部病院

資　料　７

（参　考）
市内一般

病床数比率
その他

済生会　横浜市南部病院

救急搬送患者の市立病院等の受入状況



市立病院・地域中核病院の比較 資　料　８

市民病院 港湾病院 新港湾病院 脳血管医療センター 南部病院 西部病院 横浜労災病院 北部病院

昭和35年10月

（S58～H3年度再整備）
昭和37年5月 （平成12年度～再整備中） 平成11年8月 昭和58年6月 昭和62年5月 平成3年6月 平成13年4月

624床，20科 300床，14科 634床，22科
300床，6科

老人保健施設80人
500床，18科 518床，26科 650床，23科

653床

6センター及び14科

・365日24時間救急

・感染症指定医療機関

・がん検診センター併設

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・365日24時間救急

・精神科救急

・緩和ケア

・がん・心・脳血管疾患

・老人性痴呆患者の合併症治

療

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・365日24時間救急

・脳血管疾患への一貫した治

療

・リハビリテーション

・介護老人保健施設併設

・365日24時間救急

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・循環器系疾患

・救命救急センター

・周産期センター

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・365日24時間救急

・労災医療

・リハビリテーション

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・脳・循環器系疾患

・365日24時間救急

・緩和ケア

・精神科救急

・災害医療拠点病院

・臨床研修病院

・がん・心・脳血管疾患

・老人性痴呆患者の治療

「公設公営」 「公設公営」 － 「公設公営」
「共同建設方式」

市と済生会が共同で建設

「誘致方式」

聖マリアンナ医大が建設

「誘致方式」

労働福祉事業団が建設

「誘致方式」

昭和大学が建設

経常収益 138億8,800万円 59億5,400万円 127～132億円 51億9,400万円 122億8,100万円 112億6,000万円 158億2,200万円 ＊３　 　　70億3,400万円
＊２　　横浜市一般会計負担額          22億4,600万円         11億5,800万円 35～40億円          17億8,000万円               5,200万円        1億2,800万円            1,000万円      4,500万円

・救急医療等経費 ・救急医療等経費 ・救急医療等経費 ・救急医療等経費 ・救急医療体制運営費 ・救命救急センター運営費 小児救急医療委託 ・救急医療体制運営費

 14億3,200万円 3億9,500万円 11億～12億円 　  2億0,000万円  2,300万円 4,800万円    1,000万円   2,300万円

・高度・特殊医療等経費 ・高度・特殊医療等経費 ・高度・特殊医療等経費 ・高度・特殊医療等経費 ・病院群輪番制運営費 ・周産期センター運営費 ・精神科救急運営費

 4億6,900万円    3億1,600万円 3億～4億円 9億9,700万円  2,500万円      8,000万円  1,400万円

・基礎年金拠出等経費 ・基礎年金拠出等経費 ・基礎年金拠出等経費 ・基礎年金拠出等経費 ・母子二次救急ｼｽﾃﾑ運営費 ・病院群輪番制運営費

  3億4,500万円 1億6,400万円 約3億円      1億7,700万円   400万円        800万円

・運営資金補填額 ・運営資金補填額 ・運営資金補填額

   2億8,200万円 18億～21億円            4億0,500万円

経常費用        147億2,500万円   68億2,600万円 169～170億円     77億0,400万円       121億6,800万円     114億8,400万円     157億8,200万円 ＊３　  　76億4,000万円
経常損益 △　8億3,600万円 △　8億7,200万円 △　38～△　42億円 △　25億  900万円 1億1,300万円 △　2億2,400万円 3,900万円 △　6億  600万円
１床当たり経常収益 2,226万円 1,985万円 2,000～2,100万円 ＊４　　 　　　1,367万円 2,456万円 2,173万円 2,434万円 ＊３　　　　 　 1,077万円

１床当たり横浜市一般会計負担額          360万円          386万円 560～620万円 ＊４　　　　　　 468万円                  10万円         25万円                 2万円 7万円
               2,360万円         2,275万円 2,600～2,700万円 ＊４　　　　　 2,027万円         2,433万円             2,217万円             2,428万円   ＊３　　 　　　 1,170万

△  134万円 △　291万円 △　600～△　650万円 ＊４　   　  △　660万円 23万円 △　43万円 6万円 △　93万円

＊１　　整備費に対する横浜市一般会計負担額 14億7,600万円 4億3,500万円 18億2,400万円 10億  500万円 ＊９　　　　　 3億8,400万円 ＊９　　　　　 2億3,000万円 － ＊９　　　　　 4億4,800万円

＊５　　用地
本市が一般会計で取得し、病院

事業会計に所管換え

本市が一般会計で取得し、病院

事業会計に所管換え

＊６

病院事業会計で起債にて取得

一般会計所有地を病院事業会計

に所管換え

本市が取得し、無償貸付（30年

間）

本市が取得し、無償貸付（30年

間）

本市が取得し、有償貸付（30年

間）

本市が取得し、無償貸付（30年

間）

建設費
起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

・設計監理費は本市負担

・建設費の約２分の１を本市負

担

・負担割合に応じ建物を持分所

有

・設計監理費は本市負担

・建設費の約10分の１を本市負

担

建設工事費は労災病院で施(本市

負担はなし）

・設計監理費は本市負担

・建設費の約10分の１を本市負

担

＊７　　　　　4億6,200万円 ＊７　　　　　　　 9,300万円 ＊８　　　　　8億5,900万円 ＊８　　　　　5億6,200万円 1億6,600万円 7,300万円 － 2億4,300万円

医療機器整備費
起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

起債にて実施し、償還時に2/3

を一般会計から繰入

医療機器整備費の４分の３を補

助

医療機器整備費の10分の1を補

助（救命救急センター・周産期

センターは別途補助）

本市購入分(40億円)を有償貸付
医療機器整備費の10分の1を補

助

＊７　　　　　3億0,200万円 ＊７　　　　　1億3,200万円 ＊８　　　　　5億8,200万円 ＊８　　　　　1億9,600万円 5,000万円 1,500万円 － 2,700万円

支払利息
償還時に2/3を一般会計から繰

入

償還時に2/3を一般会計から繰

入

償還時に2/3を一般会計から繰

入

償還時に2/3を一般会計から繰

入
借入金利子を全額補助

事業主体負担事業費の２分の１

を対象とする借入金利子補助
－

事業主体負担事業費の２分の１

を対象とする借入金利子補助
＊７　　　　　7億1,200万円 ＊７　　　　　2億1,000万円 ＊８　　　　　3億8,300万円 ＊８　　　　　2億4,700万円 1億6,800万円 1億4,200万円 － ＊10　　　　　1億7,800万円

         237万円         145万円 288万円        265万円          77万円          44万円 －          69万円

＊１　経常収支は平成13年度決算額、整備費に対する一般会計負担額は全体事業費のうちの横浜市負担額から算出した　ただし、新港湾病院の経常収支は、平成13年度市民病院決算数値等をもとに病床利用率84％～90％の幅で試算した

＊２　経常収支中「横浜市一般会計負担額」は、市立病院については繰入金、地域中核病院については補助金又は委託料として病院の収益となっているもの

＊３　北部病院は平成13年4月一部開院で段階的に開院したため、経常収益及び費用が低くなっている　また、１床当たり経常収益及び費用の算出には許可病床数を用いたため、他病院と比較して低く算出されている

＊４　脳血管医療センターの１床当たり経常収支は、老人保健施設の定員を病床数と同義にとらえ、380床として算出した

＊５　用地は、市立病院・地域中核病院ともに横浜市一般会計において取得しており、同一条件といえること（新港湾病院を除く）、また、各病院の用地の購入時点が異なり大幅な価格のひらきがあることから、算出から除外した

＊６　新港湾病院の用地については、病院事業会計で、起債で取得しているため横浜市一般会計の負担が生じているが、他の病院との比較のため、この表では計上していない。

＊７　市民病院・港湾病院の建設費、医療機器整備費及び支払利息は、貸借対照表の簿価に基づいて、建設費及び建設費に係る支払利息については30年、医療機器整備費及び医療機器整備費に係る支払利息については10年で除して算出した

＊８　新港湾病院・脳血管医療センターの建設費、医療機器整備費及び支払利息は、各病院の償還計画における元利償還総額をもとに、建設費及び建設費に係る支払利息については30年、医療機器整備費及び医療機器整備費に係る支払利息については10年で

 除して算出した

＊９　地域中核病院の整備費に対する横浜市一般会計負担額は各項目の負担総額を30年で除して算出した

＊10　北部病院の整備費に対する横浜市一般会計負担額のうち、支払利息は、現在の支払計画額をもとに算出した ８－１

市　立　病　院 地　域　中　核　病　院

内訳

区　分

開院年月（再整備期間）

病床数及び診療科目数

特色

事業方式

 

　

＊

１

　

　

経

常

収

支

１床当たり経常費用

１床当たり経常損益

１床当たり横浜市一般会計負担額

内

訳
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　【参考文

公立病院として地方自治体が
設置し，受託団体が運営を行
う（いわゆる「公設民営方
式」）

市の会計処理は，地方公営企
業法が適用される（受託者の
会計処理は，当該団体に適用
される会計原則による）

受託者が，査定，労働協約，
就業規則等に基づいて決定す
る

民間法人が，査定，労働協
約，就業規則等に基づいて決
定する

考えられる経営形態

一部適用のときの要件に加
え，当該地方公営企業の経営
の状況その他の事情等を考慮
して，企業独自の給料表を定
めることが可能（人事委員会
勧告の対象外）

給与の種類及び基準は条例で
定める
給与の額及び支給方法等の詳
細は，労働協約，企業管理規
程等による

土地建物を民間の医療法人又
は学校法人等に譲渡する
ただし，手法としては土地建
物を民間法人に貸し付けるこ
とも考えられる
経営は，すべて譲受団体に移
る

(参考）独立行政法人

＊　独立行政法人については，特定独立行政法人（国家公務員型）を想定した（具体的には個別法で規定されるが，国立病院に関する個別法はまだ制定されていない）。

地方公営企業法一部適用 地方公営企業法全部適用 公の施設の管理委託 民営化（移譲）

民間法人

事業によっては補助が可能

医療法上の病
院管理者

設置条例で設置及び経営の基
本を定め，その他は地方公共
団体の長が規則等で制定

民間法人の長が任命する者

地方公共団体
の長，主務大
臣等との関係

②中期目標の認定

法人の長が任命する者

③中期計画の認可等

受託者の職員（民間職員）

受託事業者が定める

民間法人が雇用契約を締結

受託事業者 民間法人の長

譲渡の際の契約に盛り込むこ
とによって，一定の条件を付
すことは可能

一般会計から
の繰り入れ

地方公務員

給与は，生計費並びに国及び
他の地方公共団体の職員並び
に民間事業の従事者の給与そ
の他の事情を考慮して定めな
ければならない

一般行政職職員と同じ給料表
が適用される（人事委員会勧
告の対象）

地方公務員

地方公営企業法に基づき，負
担金，補助金として繰入可能
（受託者は，委託料の範囲で
業務を行う）

地方公営企業法に基づき，負
担金，補助金として繰入可能

地方公営企業法に基づき，負
担金，補助金として繰入可能

労使関係は一般民間企業と同
じ

地方公共団体

地方自治法の規定に基づき，
公の施設の運営を公共的団体
に委託する

地方公共団体の長が任命 管理者が任命

病院事業管理者

地方公共団体の長は，出納取
扱金融機関の同意など法定事
項に限り関与

地方公共団体の長は，地方公
営企業の業務と地方公共団体
の他の事務との間の調整を図
るため必要があるときなどに
限り，地方公営企業の業務の
執行について必要な指示をす
ることができる

受託事業者が任命する者

地方公共団体が，経営に関し
て条例その他で定められた事
項及び毎年度の予算に従って
事業を委託する

市は，委託契約に基づいて，
受託者に対して必要な指示等
を行うことができるほか，民
法その他の法令に反しない限
りで，双方の協議により必要
な措置をとることができる

地方公共団体の長

地方公営企業法の財務規定の
みを適用

財務規定だけではなく，企業
管理者の設置や組織，人事労
務に関する規定等，地方公営
企業法の全部を適用

地方公共団体 地方公共団体

地方公共団体の長が任命する 病院事業管理者が任命する者

地方公共団体の長は，地方公
営企業に係る予算の調製，議
会への議案の提出，過料賦課
等の権限を留保

設置条例で設置及び経営の基
本を定め，その他は管理者が
企業管理規程で制定

受託者が雇用契約を締結
民間法人の職員（民間職員）

労使関係は一般民間企業と同
じ

地方公営企業の業務を執行
し，当該業務の執行に関し当
該地方公共団体を代表（予算
調製等一部を除く）

国が自ら提供してきた行政
サービスで，国民生活の安定
等の公共上の見地から確実に
実施されることが必要な事務
及び事業であって，民間の主
体にゆだねた場合には必ずし
も実施されないおそれがある
もの又は一の主体に独占して
行わせることが必要であるも
のを効率的かつ効果的に行わ
せることを目的に設置される

法人の長
主務大臣が任命
特別職国家公務員

独立行政法人

独立行政法人を代表し，その
業務を総理

給与の支給の基準は，主務大
臣に届出，公表しなければな
らない

④限度あるいは年度を越える
短期借入金，中期計画外の重
要財産処分等についての認可

など

一般的な管理規定は置かず，
主務大臣が関与できる事項を
法律で限定列挙
①業務方法書の認可

会計処理の原則については，
企業会計原則に基づき主務省
令で定める

資
 料

 ９

必要がある場合に限り，立入
検査

法令で定める基本的な枠組みの
範囲内で，独立行政法人の長が
決定
法人の長が任命
国家公務員（特定独立行政法人
の場合）

全国自治体病院協議会雑誌第４０巻第９号　「重点協議　地方公営企業法の全部適用」

支給の基準は，一般職国家公
務員の給与，民間企業の従業
員の給与，当該特定行政法人
の業務の実績及び中期計画の
人件費の見積その他の事情を
考慮して定めなければならな
い

職員の給与，勤務時間その他
の勤務条件は条例で定める

労働組合の結成，団結権，団
体交渉権が認められるが，争
議権は認められない

９
－

１

独立行政法人通則法により，予
算の範囲内で，業務の財源に充
てるために必要な金額の全部又
は一部を交付することができる
（運営費交付金及び固定的投資
経費）

主務大臣は，独立行政法人の
長の行為が法令に違反すると
きなどには，是正を要求する
ことができる

給与は，その職務と責任に応
ずるものでなければならない

設置条例で設置及びその経営
の基本を定め，その他は地方
公共団体の長が規則等で決定

設置条例で設置及びその経営
の基本を定め，その他は，管
理者が企業管理規程で決定

当局と職員団体との協定締結
可（法的拘束力はない）

当該民間法人が定める

労働組合の結成，団結権，団
体交渉権が認められるが，争
議権は認められない




